
【
ホ
ル
ム
ズ
海
峡
】

　
ア
メ
リ
カ
は
ベ
ネ
ズ
エ

ラ
作
戦
で
中
露
の
防
空
戦

力
を
無
効
化
し
大
成
功
を

納
め
た
。
そ
れ
に
味
を
し

め
た
ト
ラ
ン
プ
大
統
領

は
、
ア
メ
リ
カ
と
同
盟
国

イ
ス
ラ
エ
ル
で
首
脳
陣
営

に
精
密
爆
撃
を
仕
掛
け
、

指
導
者
の
殺
戮
に
成
功
し

た
が
、
イ
ラ
ン
体
制
を
撲

滅
す
る
ま
で
に
は
至
ら

ず
、
大
規
模
空
爆
で
都
市

を
破
壊
し
た
が
、
前
回
同

様
、
地
下
深
く
の
基
地
や

核
濃
縮
施
設
の
破
壊
に
は

失
敗
し
て
い
る
。
高
度
の

核
濃
縮
は
、
核
開
発
に
直

結
し
、
実
現
ま
で
寸
前
だ

と
い
う
共
通
認
識
が
、
ア

メ
リ
カ
・
イ
ス
ラ
エ
ル
に

あ
っ
た
。
特
に
イ
ラ
ン

は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
撲
滅
を

国
是
と
し
て
お
り
、
イ
ラ

ン
の
核
開
発
は
、
イ
ス
ラ

エ
ル
の
国
家
存
亡
の
危
機

で
あ
っ
た
。

　
ト
ラ
ン
プ
の
誤
算
は
、

ア
メ
リ
カ
の
空
爆
に
よ
り

イ
ラ
ン
の
民
衆
蜂
起
を

過
激
化
し
、
政
権
打
倒

を
実
現
す
る
こ
と
だ
っ

た
が
、
反
対
に
国
民
が

纏
ま
る
結
果
と
な
る
こ

と
は
予
測
の
範
疇
だ
っ

た
。

　

イ
ラ
ン
に
よ
る
ホ
ル

ム
ズ
海
峡
封
鎖
、
ア
メ

リ
カ
海
軍
に
よ
る
海
峡

逆
封
鎖
は
、
互
い
の
コ

ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

の
し
か
ら
し
め
る
結
果

だ
が
、
両
国
の
チ
キ
ン

レ
ー
ス
と
な
っ
て
い
る
。

　

ア
メ
リ
カ
の
強
大
な

軍
事
力
に
よ
っ
て
中
露

の
表
だ
っ
て
の
支
援
を

得
ら
れ
ず
、
国
際
的

に
孤
立
し
て
し
ま
っ

た
。
ト
ラ
ン
プ
大
統

領
は
、
永
久
的
な
核

燃
料
濃
縮
で
は
な

く
、
20
年
間
の
停
止

に
ハ
ー
ド
ル
を
下
げ

た
。
つ
ま
り
、
ア
メ
リ
カ

と
イ
ラ
ン
は
条
件
闘
争

の
我
慢
比
べ
と
な
っ
た

と
み
る
べ
き
だ
。

　
某
評
論
家
は
、
ト
ラ
ン

プ
大
統
領
も
イ
ラ
ン
も

イ
ス
ラ
エ
ル
も
死
を
恐

れ
な
い
と
分
析
し
て
い

る
が
、
死
を
恐
れ
な
い
の

は
末
端
で
、
権
力
者
は
死

を
恐
れ
、
権
力
維
持
に
執

着
す
る
の
が
歴
史
の
教

訓
だ
。

　
さ
て
、
イ
ラ
ン
・
ア
メ

リ
カ
戦
争
は
、
ホ
ル
ム
ズ

海
峡
が
主
戦
場
と
な
っ

た
。
人
権
軽
視
の
専
制
国

家
の
強
さ
は
、
証
明
済
み

だ
が
、
最
終
的
に
は
中
間

選
挙
、
11
月
３
日
ま
で
に

戦
争
勝
利
宣
言
を
ぶ
ち
上

げ
る
し
か
な
い
。

※
写
真
は
『
瞑
想
人
』
油

彩　
作　
澤
村
洋
二

（
鞍
馬
寺
顧
問
・（
一
社
）

（
49
）

マ
ル
チ
ア
ー
チ
ス
ト

澤
村
洋
二

想
い
つ
く
ま
ま

●
２
面
：
日
本
建
築
金
物
工
業
組
合
・
大
阪
建
築
金

物
工
業
協
同
組
合
、
大
阪
建
築
金
物
卸
商
協
同
組
合
、

大
阪
金
物
団
地
協
同
組
合
、
東
京
金
物
協
同
組
合
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■
序
章　
創
立
前
史

第
１
節　
陶
磁
器
産
業
の

夜
明
け

〈
１
〉
森
村
組
と
陶
磁
器

産
業

森
村
組
の
創
業

　
（
前
号
の
続
き
）
こ
う

し
て
大
量
の
金
が
日
本
か

ら
流
出
し
て
い
っ
た
。
そ

の
た
め
、
直
輸
出
業
を
な

し
得
る
貿
易
商
社
の
設
立

が
急
務
と
さ
れ
、
こ
れ
に

応
え
る
形
で
貿
易
会
社
も

で
き
か
け
て
は
い
た
が
、

い
ず
れ
も
商
館
貿
易
の
域

を
出
る
も
の
で
は
な
か
っ

た
。

　
こ
の
頃
、
明
治
新
政
府

御
用
達
の
洋
式
馬
具
商

を
辞
め
、
東
京
銀
座
に

洋
服
裁
縫
店
を
開
業
し

て
い
た
市
左
衛
門
は
、
そ

の
一
方
で
外
国
人
の
好

み
そ
う
な
雑
貨
を
見
立
て

て
横
浜
の
商
館
に
持
ち
込

み
、
貿
易
業
の
下
地
を
身

に
付
け
つ
つ
あ
っ
た
。
金

を
取
り
戻
そ
う
と
輸
出
貿

易
を
志
す
市
左
衛
門
に
、

や
が
て
海
外
拠
点
づ
く
り

の
好
機
が
到
来
し
た
。

（
つ
づ
く
）

Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
「
Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
百
年
史
」
よ
り

住
設
建
材
産
業
史
実
録

住
設
建
材
産
業
史
実
録
（
３
）

　
（
一
社
）
日
本
建
築
材

料
協
会
（
大
阪
市
西
区
江

戸
堀　

松
本　

將
会
長
）

は
、
５
月
21
日
午
後
２
時

よ
り
中
央
区
の
Ｋ
Ｋ
Ｒ

ホ
テ
ル
大
阪
に
て
２
０

２
６
年
通
常
総
会
＝
写

真
は
会
長
あ
い
さ
つ
＝

を
開
催
し
た
。

　

総
会
で
は
、
松
本　

將
会
長
が
「
中
東
情
勢

が
思
っ
た
よ
り
長
期
化

す
る
見
通
し
で
あ
る
。
特

に
ナ
フ
サ
を
代
表
と
す

る
樹
脂
製
品
の
高
騰
に

よ
り
安
定
供
給
が
で
き

　

本
年
４
月
１
日
に
設

立
50
周
年
を
迎
え
た（
一

社
）
大
阪
府
建
築
士
事

務
所
協
会
（
大
阪
市
中

央
区
農
人
橋　

樋
上
雅

博
会
長
）
は
、
５
月
29

日
午
後
１
時
30
分
よ
り

北
区
中
之
島
の
リ
ー
ガ

ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
大
阪

に
て
令
和
８
年
度
通
常

総
合
デ
ザ
イ
ナ
ー
協
会

　
元
理
事
）

【
第
２
回
建
築
・
建
材

展
大
阪
２
０
２
６
】

　
（
一
社
）
日
本
建
築

材
料
協
会
・
日
本
経
済

新
聞
社
・
テ
レ
ビ
大
阪

で
は
、
７
月
２
・
３
日

の
２
日
間
、
イ
ン
テ
ッ

ク
ス
大
阪
４
号
館
に
て

「
第
２
回
建
築
・
建
材

展
大
阪
２
０
２
６
」（
共

催
：
大
阪
建
築
金
物
卸

商
協
同
組
合
／
協
力
：

テ
レ
ビ
大
阪
エ
ク
ス
プ

ロ
）（
入
場
無
料
［
事

前
登
録
制
］）
を
開
催

す
る
。主
な
出
展
者（
抜

粋
／
50
音
順
）
は
次
の

通
り
。

　

ア
イ
ワ
金
属
（
株
）

▽
大
阪
建
築
金
物
卸
商

協
同
組
合
▽
川
喜
金

物
（
株
）
▽
（
株
）
ク

マ
モ
ト
▽
児
玉
（
株
）

▽
（
株
）
駒
谷
▽
清

水
（
株
）
▽
白
井
金
属

（
株
）
▽
（
株
）
ダ
イ

ケ
ン
▽
ナ
カ
工
業（
株
）

▽
（
株
）
ニ
ッ
サ
チ
ェ

イ
ン
▽
（
一
社
）
日
本

建
築
材
料
協
会
▽
（
一

財
）
日
本
建
築
総
合
試

験
所
▽
（
株
）
ノ
ム
ラ

テ
ッ
ク
▽
（
株
）
ハ
イ

ロ
ジ
ッ
ク
▽
（
株
）
光

▽
（
株
）
ヒ
ナ
カ
▽
香

港
貿
易
発
展
局　

大
阪

事
務
所
▽
マ
ツ
六（
株
）

▽
（
株
）M

ARUKI 
H

A
R

D
W

A
R

E 
C0RPO

RATIO
N

▽

（
株
）
水
上
▽
（
株
）

ミ
ズ
タ
ニ
▽
メ
ガ
ソ
フ

ト
（
株
）
▽
森
村
金

属
（
株
）
▽
安
田
（
株
）

▽
リ
ョ
ー
ビ
（
株
）

※
出
展
規
模
：
１
０
９

社
２
１
０
小
間
（
５
月

12
日
現
在
）

イ
ベ
ン
ト

【
森
村
市
左
衛
門
と
貿
易
立
国
】

　
六
代　
森
村
市
左
衛
門
は
、
１
８
３
９
（
天
保
10
）

年
10
月
、
江
戸
に
生
ま
れ
た
。
家
業
は
代
々
大
名
の
江

戸
屋
敷
に
出
入
り
す
る
武
具
商
で
あ
っ
た
。

　
１
８
５
５（
安
政
２
）年
、い
わ
ゆ
る
安
政
の
大
地
震・

大
火
で
生
家
を
焼
失
、
こ
の
時
か
ら
一
家
の
支
え
が
16

歳
の
彼
の
双
肩
に
か
か
っ
た
。

　
１
８
５
９
（
安
政
６
）
年
６
月
、
横
浜
が
開
港
さ
れ

た
の
を
機
に
、
市
左
衛
門
は
唐
物
屋
（
西
洋
雑
貨
店
）

に
転
向
し
、
横
浜
に
通
っ
て
外
国
人
か
ら
洋
服
の
古
着
、

古
時
計
、
書
物
、
短
銃
、
ラ
シ
ャ
、
フ
ラ
ン
ネ
ル
を
仕

入
れ
て
は
諸
大
名
の
江
戸
屋
敷
に
売
り
込
ん
だ
。

　
こ
う
し
て
中
津
奥
平
藩
邸
に
も
出
入
り
し
た
関
係
か

ら
、
福
沢
諭
吉
の
知
遇
を
得
て
、
海
外
貿
易
に
対
す
る

眼
を
開
い
た
の
で
あ
る
。

総
会
を
開
催
し
た
。

　

総
会
で
は
、
樋
上
雅

博
会
長
が
「
50
周
年
と

い
う
喜
ば
し
い
節
目
の

年
、
次
の
50
年
に
向
け

た
船
出
が
始
ま
ろ
う
と

し
て
い
る
。
建
設
を
取

り
巻
く
厳
し
い
環
境
の

中
に
あ
っ
て
も
、
会
員

の
経
営
環
境
の
改
善
、

会
員
同
士
の
交
流
の
深

ま
り
、
会
員
へ
の
サ

ポ
ー
ト
の
充
実
、
社
会

貢
献
な
ど
協
会
が
果
た

し
て
い
く
役
割
を
様
々

な
事
業
を
通
し
て
展
開

樋
上
雅
博
氏
が
会
長
に
重
任

総

会

レ

ポ

ー

ト

な
い
中
で
、
正
し
い
情
報

を
し
っ
か
り
と
共
有
す
る

こ
と
、
調
達
ル
ー
ト
を
多

様
化
し
て
い
ろ
ん
な
と
こ

ろ
か
ら
足
り
な
い
も
の
を

し
っ
か
り
と
調
達
し
な
が

ら
適
正
な
価
格
設
定
を
心

が
け
る
こ
と
、
必
要
以
上

の
買
い
込
み
を
し
な
い
で

誰
も
困
ら
な
い
よ
う
に
流

通
さ
せ
る
こ
と
が
大
事
で

あ
る
。
協
会
と
し
て
こ
の

厳
し
い
状
況
を
乗
り
切
っ

て
い
き
た
い
。」
と
挨
拶

し
た
後
、
議
案
審
議
と
優

良
社
員
表
彰
式
を
行
っ

た
。

　
続
い
て
、講
演
会
で
は
、

大
成
建
設
（
株
）
建
築
総

本
部　
副
本
部
長　
エ
グ

ゼ
ク
テ
ィ
ブ
・
フ
ェ
ロ
ー

の
船
水
富
士
男
氏
が
「
新

国
立
競
技
場
整
備
事
業
に

お
け
る
施
工
の
記
録
と
技

術
的
挑
戦
｜
大
規
模
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
支
え
た
施
工

計
画
・
躯
体
・
屋
根
工
事

の
最
前
線
｜
」
を
テ
ー
マ

に
講
演
し
、
こ
の
後
、
懇

親
会
を
催
し
た
。

し
て
い
き
た
い
」
と
挨

拶
し
た
後
、
報
告
事
項

と
議
案
審
議
を
行
い
、

役
員
改
選
で
樋
上
雅
博

会
長
＝
顔
写
真
＝
の
重

任
（
３
期
目
）
が
決
定

し
た
。
新
役
員
は
以
下

の
通
り
。

【
新
役
員
】（
敬
称
略
／

五
十
音
順
）

◎
会　

長
：
樋
上
雅
博

（（
株
）プ
ラ
ッ
ツ
設
計
）

◎
副
会
長
：
赤
松
千
州

（G.solution lab.

）、

千
種
幹
雄
（（
株
）
昭

和
設
計
）（
新
）、
辻　

祐
樹
（（
株
）
匠
設
計
）、

西
川
真
次
（（
株
）
大

林
組
大
阪
本
店
）（
新
）、

山
本
隆
明
（（
株
）
山

本
建
築
設
計
事
務
所
）、

湯
浅
桂
輔
（（
有
）
松

島
建
築
設
計
事
務
所
）

◎
専
務
理
事
：
中
杉
重

登
（（
一
社
）
大
阪
府

建
築
士
事
務
所
協
会
）

◎
監　

事
：
浅
野
秀
隆

（（
株
）
浅
野
建
築
設
計

事
務
所
）、
市
岡
照
男

（（
株
）
市
岡
建
築
事
務

所
）、
鶴
田
信
夫
（
鶴

田
建
築
音
響
設
計
）

※
理
事
29
名
（
う
ち
新

任
11
名
）

　

な
お
、同
協
会
で
は
、

総
会
後
、
設
立
50
周
年

記
念
式
典
と
記
念
祝
賀

会
を
行
っ
た
。

大
阪
府
建
築
士
事
務
所
協
会

日

本

建

築

材

料

協

会



【
新
役
員
】（
敬
称
略
）
◎
理
事
長
：
藤
岡
洋
一
（（
株
）

ダ
イ
ケ
ン
）
◎
副
理
事
長
：

安
田
立
明
（
安
田
金
属
工
業

（
株
））、
木
村
伊
治
郎
（（
株
）

光
）（
新
）
◎
理　
事
：
中
村

達
男
（（
株
）
ヒ
ナ
カ
）、
西

康
雄
（（
株
）W

ESTinx
）、
出
向
井
康
司
（
日
本
ド
ア
ー

チ
エ
ッ
ク
製
造
（
株
））、
吉
田
晴
一
（
ハ
ン
マ
ー
キ
ャ

ス
タ
ー
（
株
））、
岸
本
俊
仁
（（
株
）
ゴ
ー
ル
）、
熊
代

誠
一
（（
株
）
シ
ロ
ク
マ
）、
上
野
誠
市
（（
株
）
上
野
製

作
所
）、
馬
越
晴
人
（
ア
イ
ブ
ラ
ス
金
属
（
株
））、
明
石

和
邦
（（
株
）
共
栄
舎
）、森
村
泰
明
（
森
村
金
属
（
株
））、

中
野　
進（
中
野
製
鎖（
株
））、橋
本
日
出
志（（
株
）ニ
ッ

サ
チ
ェ
イ
ン
）（
新
）、
堀
江
俊
雄
（
大
阪
建
築
金
物
工

業
協
同
組
合
事
務
局
長
）◎
監　
事
：
西
村
成
広（（
株
）

ニ
シ
ム
ラ
）、
谷　
健
次
（
ス
ト
ロ
ン
グ
金
属
（
株
））

ハードウエア＆DIY・HC産業NEWSハードウエア＆DIY・HC産業NEWS
建築用金物・セキュリティ・ホームセンター・福祉・介護用品

建
築
金
物
産
業
史
実
録

建
築
金
物
産
業
史
実
録
（
120
）

「
華
麗
な
る
一
族
｜
金
物
問
屋
の
系
譜
｜
」（
昭
和
58
年
発
刊
）
よ
り

♦
高
岡
幸
八
商
店
の
巻

　
（
前
号
の
続
き
）
高
岡

幸
八
氏
に
始
ま
り
、
藤

吉
（
二
代
目
）、
竹
次
郎

（
三
代
目
）、
福
蔵
（
四
代

目
）、
宣
次
氏
へ
と
つ
づ

い
た
高
岡
幸
八
商
店
の

後
継
ぎ
問
題
は
そ
の
時

代
時
代
で
色
々
と
、
も

ん
着
の
お
こ
る
ケ
ー
ス

が
あ
っ
た
が
、
宣
次
氏

の
場
合
も
し
か
り
だ
っ

た
。
宣
次
氏
が
朝
鮮
総

督
府
の
役
人
だ
っ
た
こ

と
は
す
で
に
述
べ
た
が
、

氏
は
そ
の
朝
鮮
時
代
に

横
浜
の
人
、
沼
尻
み
つ

さ
ん
（
同
女
が
朝
鮮
に

き
て
い
た
こ
と
か
ら
宣

次
氏
と
結
ば
れ
る
）
と

京
城
で
結
婚
、
鉄
太
郎

君
と
い
う
男
子
を
儲
け

て
い
た
。
大
正
二
年
十

月
、
四
代
目
の
福
蔵
氏

の
死
去
に
伴
い
宣
次
氏

は
五
代
目
と
し
て
高
岡

幸
八
商
店
に
迎
え
ら
れ
、

鉄
太
郎
君
も
当
然
、
若

主
人
の
御
曹
司
と
し
て

大
事
に
育
て
ら
れ
、
宣

次
氏
の
目
も
こ
の
実
子

に
注
が
れ
る
と
こ
ろ
が

あ
っ
た
。
し
か
し
、
鉄

太
郎
君
が
中
学
一
年
生

の
時
、
汽
車
か
ら
転
落
、

死
亡
す
る
と
い
う
宣
次

氏
に
と
っ
て
は
家
庭
的

な
一
大
不
幸
が
訪
れ
た
。

宣
次
氏
夫
妻
の
哀
し
み

は
大
き
く
、
宣
次
氏
と

し
て
も
そ
の
後
継
ぎ
を

今
後
ど
う
し
た
ら
い
い

か
が
一
つ
の
問
題
と
な

る
に
至
っ
た
。（
つ
づ
く
）

☆　
　
☆　
　
☆

♦
内
田
昌
吾
氏
の
巻

　
（
前
号
の
続
き
）
昭
和

七
、
八
年
ご
ろ
湯
浅
金
物

も
代
理
店
の
列
に
加
わ
る

こ
と
が
決
ま
り
、「
完
全

捻
締
」
は
戦
前
、
東
京
の

特
産
金
物
と
し
て
の
誇
り

高
い
位
置
に
坐
し
、
全
国

市
場
に
同
商
品
を
普
及
浸

透
さ
せ
た
。
な
か
ん
ず
く

関
西
で
は
同
地
区
唯
一
の

代
理
店
・
内
田
昌
吾
商
店

の
販
売
ル
ー
ト
を
通
じ

て
、
か
な
り
の
需
要
に
応

え
て
き
た
の
で
あ
っ
た
。

　
さ
て
、
こ
の
内
田
昌
吾

商
店
の
メ
ー
カ
ー
へ
の
転

身
の
こ
と
に
話
を
戻
そ

う
。
こ
れ
ま
で
も
度
々
述

べ
て
き
た
よ
う
に
昭
和
七

年
に
始
ま
っ
た
満
州
事

変
、
そ
し
て
十
二
年
か
ら

シ
リ
ー
ズ

ハ
ン
ド
メ
イ
ド
エ
ッ
セ
ン
ス

暮
ら
し
の
中
の
和
紙
の
か
た
ち
主
宰
　
福
嶋
秀
子

（
56
）

の
日
華
事
変
の
ド
ロ
沼
的

進
展
に
よ
っ
て
平
和
産
業

は
日
ご
と
に
圧
迫
を
う

け
、
金
物
業
界
も
資
材
配

給
の
統
制
経
済
下
に
お
か

れ
、
木
竹
製
品
、
陶
器
な

ど
の
代
用
品
が
大
手
を

ふ
っ
て
ま
か
り
通
っ
た
。

「
続
・
あ
さ
に
け
に
」（
発

行
日
：
昭
和
61
年
６
月
／

編
集・発
行
：
清
水（
株
））

〔
貧
す
れ
ば
鈍
す
る
〕

　
（
前
号
の
続
き
）
そ
れ

で
な
く
て
も
、
近
頃
は
飛

行
機
も
よ
く
墜
ち
る
の

で
安
心
で
き
な
い
し
、
ホ

テ
ル
に
泊
ま
っ
た
ら
家

事
で
命
が
危
な
い
。
こ
う

な
る
と
あ
と
は
レ
ー
ル

の
上
を
走
る
安
全
な
国

鉄
の
夜
行
寝
台
よ
り
な

い
。
こ
れ
な
ら
ま
ず
大
丈

夫
だ
ろ
う
と
安
心
し
て

乗
っ
た
の
に
、
こ
れ
が
な

ん
と
酔
っ
ぱ
ら
い
の
居

眠
り
機
関
士
で
は
も
う

乗
る
も
の
が
な
い
。
そ
れ

で
な
く
て
も
今
国
鉄
は

年
間
２
兆
円
近
い
ぼ
う

大
な
赤
字
を
出
し
、
再
建

か
、
い
っ
そ
民
営
に
す
る

か
と
さ
わ
が
れ
て
い
る

随
想
「
あ
さ
に
け
に
」（
清
水
　進
一
　著
）

珠
玉
の
随
筆
集
・
心
の
灯
火
（
58
）

最
中
で
あ
る
。
そ
れ
が
不

思
議
な
も
の
で
経
営
が

悪
化
し
て
く
る
と
、
働
い

て
い
る
職
員
ま
で
が
や

る
気
が
な
く
な
り
、
こ
の

よ
う
な
心
の
た
る
み
が

出
て
く
る
の
で
あ
る
。
ひ

と
頃
の
よ
う
な
世
界
に

誇
る
正
確
無
比
、
安
全
第

一
の
国
鉄
マ
ン
精
神
は

一
体
ど
こ
へ
い
っ
た
の

で
あ
ろ
う
か
。
昔
か
ら
貧

す
れ
ば
鈍
す
る
と
い
う

こ
と
ば
が
あ
る
。
い
ま
の

国
鉄
は
ま
さ
に
そ
の
通

り
ぴ
っ
た
り
だ
が
、
い
く

ら
赤
字
を
出
し
て
経
営

を
問
わ
れ
て
も
潰
れ
な

い
。
い
つ
の
時
代
で
も
貧

す
れ
ば
鈍
す
る
の
は
小

さ
い
も
の
だ
け
だ
ろ
う

か
。

［
昭
和
57
年
３
月
］

『
前
向
き
に
生
き
底
辺

を
意
識
せ
ず
』

し
た
が
っ
て
卸
、
小
売
の

流
通
関
係
は
不
自
由
な
金

属
製
品
の
配
給
に
甘
ん

じ
、
僅
か
に
メ
ー
カ
ー
の

み
が
不
自
由
な
が
ら
も
資

材
入
手
の
道
が
残
さ
れ
て

い
た
の
で
あ
っ
た
。

（
つ
づ
く
）

2026 年（令和８年）７月号　　　　（２）

　

大
阪
金
物
団
地
協
同

組
合
（
東
大
阪
市
金
物
町

川
嶋
信
也
理
事
長
）
は
、

５
月
28
日
午
後
３
時
よ

り
金
物
団
地
本
館
会
議

室
に
て
第
62
期
通
常
総

会
を
開
催
し
た
。

　
総
会
で
は
、
川
嶋
信
也

理
事
長
あ
い
さ
つ
の
後
、

議
案
審
議
を
行
い
、
川
嶋

信
也
理
事
長
＝
顔
写
真

＝
の
重
任
が
決
定
し
た
。

新
役
員
は
次
の
通
り
。

【
新
役
員
】（
敬
称
略
／
五

十
音
順
／
※
は
新
任
（
理

事
３
名
、
監
事
２
名
）

◎
理
事
長
：
川
嶋
信
也

　

日
本
建
築
金
物
工
業
組
合
・
大
阪
建
築
金
物
工

業
協
同
組
合
（
大
阪
市
中
央
区
島
之
内　

藤
岡
洋

一
理
事
長
）
は
、
５
月
19
日
、
北
区
梅
田
の
ホ
テ

ル　

グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
大
阪
に
て
各
組
合
の
通
常
総

会
と
両
組
合
合
同
の
懇
親
会
を
開
催
し
た
。

　

大
阪
建
築
金
物
卸
商

協
同
組
合
（
大
阪
市
中

　

東
京
金
物
協
同
組
合

（
東
京
都
千
代
田
区
神

田
冨
山
町　

野
口
栄
一

理
事
長
）
※
は
、
５
月

22
日
午
後
４
時
30
分
よ

り
中
央
区
銀
座
の
東
京

日
本
建
築
金
物
工
業
組
合

大
阪
建
築
金
物
工
業
協
同
組
合

榛
村
浩
一
氏
が
新
理
事
長
に
就
任

川
嶋
信
也
氏
が
理
事
長
に
重
任

都
中
小
企
業
会
館
に
て

第
77
回
通
常
総
会
を
開

催
し
た
。

　

総
会
で
は
、
野
口
栄

一
理
事
長
あ
い
さ
つ
の

後
、議
案
審
議
を
行
い
、

役
員
改
選
で
新
理
事
長

に
榛
村
浩
一
氏
（（
株
）

丸
進
）、
新
副
理
事
長

に
太
田
哲
郎
氏
（（
株
）

ベ
ス
ト
）
と
西
川　

亨

氏
（（
株
）
西
川
商
店
）

が
就
任
し
た
。

※
「
東
京
金
物
卸
商
協

同
組
合
」
か
ら
組
合
名

を
変
更

　

総
会
は
、
午
後
４
時

よ
り
大
阪
建
築
金
物
工

業
協
同
組
合
『
第
74
回

通
常
総
会
』
を
開
催
、

藤
岡
洋
一
理
事
長
が

「
昨
年
は
大
阪
・
関
西
万

博
も
あ
り
、
関
西
は
景

気
以
上
に
盛
り
上
が
っ

た
が
、
今
年
は
元
々
大

変
厳
し
い
状
況
の
中

に
、
中
東
情
勢
の
混
乱

も
加
わ
り
、
更
な
る
価

格
の
高
騰
、
供
給
の
問

題
な
ど
、
業
界
を
取
り

巻
く
環
境
は
大
き
く
変

化
し
て
い
る
」
と
挨
拶

（（
株
）
川
嶋
）　
◎
副
理
事

長
：
駒
谷
昭
人
（（
株
）

駒
谷
）、萩
原
利
央
（（
株
）

ハ
ギ
ハ
ラ
製
作
所
）　
◎
理

事
：
飯
田
隆
夫
（
飯
田
金

物
（
株
））、榎
本
昌
弘
（
榎

本
金
属
（
株
））
※
、
大

塚　
正
（（
株
）
吉
田
隆
）、

川
面
武
志
（
川
喜
金
物

（
株
））、熊
本
憲
仁
（（
株
）

ク
マ
モ
ト
）、
清
水
雅
揮

（
清
水
（
株
））、
下
野　

穣（
下
野
金
属（
株
））※
、

隅
田
貴
昭
（（
株
）
隅
田

鋲
螺
製
作
所
）、
仲　
信

太
郎
（
三
和
金
属
（
株
））、

水
谷
孝
一
（（
株
）
ミ
ズ

タ
ニ
）、
山
本
尚
樹
（
山

喜
産
業
（
株
））
※　
◎
監

事
：
田
中
康
秀
（（
株
）

田
中
康
）
※
、
中
村　
努

（（
株
）
キ
ワ
ム
）
※

央
区
島
之
内　

駒
谷
昭

人
理
事
長
）
は
、
５
月

26
日
午
後
４
時
よ
り
天

王
寺
区
の
シ
ェ
ラ
ト
ン

都
ホ
テ
ル
大
阪
に
て
「
令

和
７
年
度
通
常
総
会
」
＝

写
真
は
理
事
長
あ
い
さ

つ
＝
を
開
催
し
た
。

　
総
会
で
は
、
駒
谷
昭
人

理
事
長
が
「
理
事
長
に

な
っ
て
一
年
に
な
る
。
着

工
件
数
は
バ
ブ
ル
時
に

し
た
後
、
議
案
審
議
を

行
い
、
役
員
改
選
で
藤

岡
洋
一
理
事
長
＝
顔
写

真
＝
が
重
任
し
た
。

　

続
い
て
、
午
後
５
時

よ
り
日
本
建
築
金
物
工

業
組
合
『
第
60
回
通
常

総
会
』
＝
写
真
＝
を
開

催
、
藤
岡
洋
一
理
事
長

が
「
原
材
料
価
格
の
高

騰
、
人
手
不
足
へ
の
対

応
、
さ
ら
に
は
、
脱
炭

素
社
会
、
安
全
性
・
機

能
性
へ
の
要
求
の
高
ま

り
な
ど
業
界
に
求
め
ら

れ
る
役
割
は
ま
す
ま
す

重
要
に
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
も
業
界
を
取

り
巻
く
課
題
に
一
致
団

結
し
て
、
誇
れ
る
業
界

を
築
い
て
い
き
た
い
」

と
挨
拶
し
た
後
、
議
案

審
議
を
行
っ
た
。

　

こ
の
後
、
午
後
６
時

よ
り
両
組
合
合
同
の
懇

親
会
を
催
し
た
。

比
べ
半
分
以
下
、
金
利
上

昇
、
資
材
高
騰
、
人
材
不

足
の
厳
し
い
時
代
だ
が
、

組
合
の
創
始
の
精
神
を

忘
れ
ず
、
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
」と
挨
拶
し
た
後
、

議
案
審
議
を
行
っ
た
。

　
こ
の
後
、
講
演
会
「
曾

孫
か
ら
み
る
西
郷
隆
盛

の
リ
ー
ダ
ー
像
と
秘
話
」

（
講
師
：
西
郷
隆
夫
氏

［（
株
）
Ｔ
・
Ｓ
・
Ｉ
取
締

役
］）
と
懇
親
会
を
催
し

た
。

【
和
紙
の
扇
子
】

　
前
回
は
ア
ー
ト
作
品
の

ご
案
内
で
し
た
。
今
回
は

扇
子
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

扇
子
の
起
源
は
中
国
に
始

ま
り
ま
す
。
紀
元
前
、
貴

族
や
役
人
が
身
分
を
示
す

た
め
「
団
扇
（
だ
ん
せ

ん
）」
と
し
て
使
用
さ
れ

て
い
た
そ
う
で
す
。
日
本

に
は
飛
鳥
時
代
の
６
世
紀

頃
に
伝
わ
り
、
奈
良
時
代

初
期
に
は
木
簡
を
束
ね
た

「
檜
扇
（
ひ
お
う
ぎ
）」
と

し
て
登
場
し
ま
す
。
儀
式

や
式
典
の
順
序
を
書
き
留

め
る
筆
記
用
具
と
し
て
用

い
ら
れ
た
そ
う
で
す
。
平

安
中
期
。
開
く
と
コ
ウ
モ

リ
が
羽
を
広
げ
た
形
に
似

る
と
こ
ろ
か
ら
「
蝙
蝠
扇

（
か
わ
ほ
り
お
う
ぎ
）」
が

登
場
し
、
竹
に
紙
を
貼
っ

た
今
の
扇
子
の
か
た
ち
が

生
ま
れ
ま
し
た
。
貴
族
の

間
で
装
飾
品
や
実
用
品
と

し
て
広
ま
り
、能
や
狂
言
、

日
本
舞
踊
、
歌
舞
伎
な
ど

の
伝
統
芸
能
で
も
重
要
な

小
道
具
と
し
て
使
用
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
張

り
の
あ
る
和
紙
素
材
と
骨

と
呼
ば
れ
る
竹
の
芯
材
が

等
間
隔
に
お
さ
ま
り
、
手

元
で
優
雅
に
開
閉
し
て
、

暑
い
時
に
涼
を
運
ん
で
き

て
く
れ
ま
す
。
京
都
で
十

代
目
と
家
業
を
続
け
る
白

竹
堂
さ
ん
に
色
染
め
し
た

和
紙
を
扇
子
に
仕
立
て
て

も
ら
い
ま
し
た
。
紙
は
薄

い
黒
谷
和
紙
を
使
っ
て
い

ま
す
。
和
紙
は
染
め
上
が

り
も
少
し
く
た
び
れ
た
よ

う
な
感
じ
で
す
が
、
扇
子

に
な
る
と
ハ
リ
感
が
生
ま

れ
、
見
違
え
る
ほ
ど
美

し
く
仕
立
て
ら
れ
ま
す
。

「
扇
子
」
と
い
う
名
称
は
、

「
風
を
起
こ
す
道
具
＝
扇
」

と
「
小
さ
く
持
ち
運
べ
る

も
の
＝
子
」
の
組
み
合
わ

せ
。
折
り
た
た
み
式
の
構

造
美
や
装
飾
性
は
、
日
本

人
独
自
の
感
性
か
ら
生
ま

れ
、
今
の
時
代
に
も
広
く

愛
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
扇
子
は
動
く
ア
ー
ト

で
あ
り
、
道
具
で
あ
る
。

私
の
好
き
な
「
用
の
美
」

だ
と
思
い
ま
す
。［
展
示

会
の
ご
案
内
で
す
。
７
月

15
日
（
水
）
〜
21
日
（
火
）

ま
で
の
１
週
間
、
新
宿
高

島
屋
２
階
で
ニ
ッ
ポ
ン
Ｉ

Ｄ
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
に
参

加
し
ま
す
。
和
紙
作
品
を

展
示
販
売
し
ま
す
の
で
よ

か
っ
た
ら
お
立
ち
寄
り
く

だ
さ
い
。］（
木
耳
社
出
版

「
暮
ら
し
の
中
の
和
紙
の

か
た
ち
」
本
著
者
）

藤
岡
洋
一
氏
が
大
建
工
理
事
長
に
重
任

大
阪
建
築
金
物
卸
商
協
同
組
合

東
京
金
物
協
同
組
合

大
阪
金
物
団
地
協
同
組
合


